
Title 商業使用人規定の行方 : ドイツ商法との比較
Sub Title Probleme des rechts der handlungsgehilfen: Im Vergleich mit HGB
Author 藤田, 祥子(Fujita, Sachiko)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
2009

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.82, No.12 (2009. 12) ,p.379- 402 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-20091228-0379

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


商

｜繋

げ
の／~I→

些足
？の
｜行

11 

藤

祥

子

田

一
は
じ
め
に

二
ド
イ
ツ
商
法
典
に
お
け
る
商
業
使
用
人

川
商
業
使
用
人
の
意
義

凶
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係

三
ド
イ
ツ
に
お
け
る
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係
を
め
ぐ
る
規
定
の
変
遷

四
ド
イ
ツ
現
行
商
法
に
お
け
る
商
業
使
用
人
規
定
の
変
遷

五
日
本
商
法
と
の
比
較

六
お
わ
り
に

商業使用人規定の行方

は
じ
め
に

わ
が
国
に
お
け
る
商
業
使
用
人
の
規
定
は
、
殆
ど
が
営
業
上
の
代
理
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
エ
ス
レ
ル
が
商
業
使

用
人
と
商
業
代
理
人
を
一
体
と
し
て
商
業
使
用
人
と
し
て
規
定
し
た
こ
と
に
よ
る
。
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
は
営
業
上
の
代
理
権
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法学研究82巻12号（2009:12) 

（

1
）
 

以
外
の
規
定
が
二
カ
条
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
四
一
条
、
四
五
条
）
し
か
な
く
、
改
正
後
は
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
の
一
カ
条

（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
四
一
条
、
現
行
商
法
二
三
条
、
会
社
法
二
一
条
）
に
な
っ
た
。
こ
の
商
業
使
用
人
の
規
定
と
い
う
の
は
、
ロ

380 

エ
ス
レ
ル
に
よ
れ
ば
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
等
に
は
規
定
が
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
法
や
ス
ペ
イ
ン
法
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
一
七
年
商
法
改
正
時
、
商
業
使
用
人
規
定
は
あ
ま
り
手
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
問
題
が
な
い
た
め
で
は

な
く
、
難
し
い
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
内
容
の
検
討
を
先
送
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
将
来
の
改
正
も
視
野
に
入
れ
て
、

ロ
エ
ス
レ
ル
が
参
照
し
た
ド
イ
ツ
商
法
に
お
け
る
商
業
使
用
人
及
び
商
業
代
理
人
の
規
定
の
変
遷
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
に

お
け
る
商
業
使
用
人
規
定
の
行
方
を
考
え
て
み
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
わ
が
国
の
商
業
使
用
人
規
定
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
営
業

（

2
）
 

上
の
代
理
権
に
関
す
る
規
定
が
殆
ど
で
あ
り
、
実
際
上
の
問
題
も
営
業
上
の
代
理
権
に
関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
今
ま
で
ド

（

3
）
 

イ
ツ
法
の
研
究
と
い
う
と
商
業
代
理
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
商
業
使
用
人
の
規
定
に
重
心
を
置
い
て
検
討

を
加
え
る
。
そ
の
際
、
わ
が
国
の
商
法
で
は
、
営
業
上
の
代
理
権
以
外
で
唯
一
残
っ
た
規
定
が
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
で
あ
る
た

め
、
競
業
避
止
義
務
を
検
討
の
中
心
と
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
今
回
は
商
業
使
用
人
規
定
全
体
を
考
え
る
上
で
競
業
避
止
義
務

を
取
り
上
げ
る
た
め
、
競
業
避
止
義
務
の
根
拠
等
に
は
深
く
立
ち
入
ら
ず
、
商
業
使
用
人
規
定
の
中
で
の
位
置
付
け
に
着
目
し
て
検

討
す
る
。
な
お
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
の
規
定
は
、
正
確
に
は
営
業
禁
止
義
務
（
商
法
二
三
条
一
項
一
、
三
、
四
号
、
会
社
法
一
二

条
一
項
一
、
三
、
四
号
）
と
競
業
避
止
義
務
（
商
法
二
三
条
一
項
二
号
、
会
社
法
一
二
条
一
項
二
号
）
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
が
、
以
下

で
は
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
競
業
避
止
義
務
と
す
る
。
ま
た
競
業
避
止
義
務
違
反
の
場
合
に
つ
い
て
は
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。

ド
イ
ツ
商
法
典
に
お
け
る
商
業
使
用
人

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
商
業
代
理
人
と
商
業
使
用
人
は
分
け
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
商
業
代
理
人
に
関
し
て
は
、
第
五
章



（
四
八
｜
五
八
条
）
に
司
g
w
c
g
cロ
仏
国
g
《同
Z
口問
ω
gロ
B
R
E
と
題
し
て
規
定
し
て
い
る
D

商
業
代
理
人
に
該
当
す
る
の
は
、

司
g
w
c
E
a
と
国
何
百
円
四
E
ロ
m
m
g
gロ
目
的
宵
V
忠
告
。
で
あ
る
。
同
M
g
w
z
E
a
は
支
配
人
、
国
g
一色ロロ
mωσod話回目的問。
Z
F
m件
。
は
、
わ
が

国
の
商
法
に
お
け
る
支
配
人
以
外
の
商
業
使
用
人
に
あ
た
る
商
業
代
理
人
で
あ
る
。
そ
し
て
第
六
章
（
五
九
｜
八
三
条
）
に
国

g乎

宮
ロ
mω
向
。
日
正
常
ロ
ロ
ロ
仏
国
g
色
ロ
ロ
肉
色
。
宵
出
口
問
。
と
題
す
る
規
定
が
あ
り
、
国
ωロ
色
ZHMmωmov出
向
。
が
商
業
使
用
人
に
あ
た
る
。
わ

が
国
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
両
者
を
あ
わ
せ
て
規
定
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
ド
イ
ツ
に
お
け
る
商
業
使
用
人
の
意
義
、
次
に
商
業
使

用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

商
業
使
用
人
の
意
義

商業使用人規定の行方

商
業
使
用
人
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
商
法
五
九
条
一
文
に
「
当
2
E
巳
5
B
国
包
含
Zmo当
2
Z
N
R
F巳
2
5
m
w
m民
自
営
－

E
R
F
2
g
g
ω
件。向。一
m
g
開ロ仲向。一－
t
g
m
o
z
o－－
Zω
同
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
商
業
使
用
人
と
は
、
商
業

に
お
い
て
報
酬
を
得
て
商
業
上
の
労
務
を
提
供
す
る
た
め
に
雇
用
さ
れ
る
者
を
い
う
。
商
業
使
用
人
の
意
義
に
つ
い
て
は
四
つ
の
メ

（

4
）
 

ル
ク
マ

l
ル
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
商
業
使
用
人
は
、
労
働
者
（
〉
円

Z
F

（

5
）

（

6
）
 

5
H
5
2）
で
あ
っ
て
非
独
立
（

S
2
5
E皆
島
問
）
の
者
で
あ
る
。
非
独
立
と
い
う
点
で
独
立
し
て
い
る
代
理
商
と
異
な
る
。
非
独

（

7
）
 

立
と
い
う
の
は
、
人
的
従
属
性
（
宮
B
E
E
S
O
K
F
V
V
皆何時
m
w
S）
を
意
味
す
る
。
人
的
従
属
性
す
な
わ
ち
営
業
主
に
従
属
す
る
と

（

8
）

（

9
）
 

い
う
の
は
、
典
型
的
に
は
、
指
揮
命
令
に
服
す
る
（
巧
巳
ω
g
m
ω
m
o
g
E
g
Z
F
巧
巴
ω
g
m
g
E
2君
。
広
g
wゆ
伊
丹
）
こ
と
に
よ
り
生

ず
る
。
弁
護
士
、
税
理
士
、
公
認
会
計
士
や
医
師
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
自
由
業
は
、
人
的
従
属
性
を
欠
く
た
め
商
業
使
用
人
で
は
な

（

叩

）

（

日

）

い
O

ま
た
商
人
の
家
族
（
司
ω
B即－

第
二
に
商
業
（
出
g
《凶。－
ωmσd『。吋
σ。
）
上
、
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
使
用
者
（
〉
同
v
a
z
m
o
Z円
）
は
、
商
人
で
な

（

ロ

）

（

臼

）

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い
う
商
人
は
、
商
法
一
条
か
ら
六
条
の
意
味
で
の
商
人
で
あ
る
。
商
業
（
出
g
号
Zmod認
可
宮
）
の
意

381 



12) 

義
に
つ
い
て
は
、
商
法
一
条
二
項
に
「
商
業
と
は
、
金
業
が
商
業
的
な
方
法
で
組
織
し
た
営
業
を
性
質
と
範
囲
に
つ
き
要
求
し
な
い

（

M
）
 

場
合
を
除
き
、
各
営
業
の
こ
と
を
い
う
」
と
定
め
て
い
る
。

第
三
に
商
業
上
の
労
務
の
提
供
で
あ
る
が
、
商
業
上
の
労
務
（
冨
民
自
営
巳
R
V
2
巴
g巳
）
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
規

（日）

定
さ
れ
て
い
な
い
。
機
械
上
（

B
R
E巳
R
Z）
の
あ
る
い
は
技
術
的

2
2
z
z
n
F
O）
な
労
務
で
は
な
く
、
精
神
的
（
m
a
a
－mo）

（時）

な
労
務
を
指
す
。

382 
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（口）

そ
し
て
最
後
に
有
償
性
（
開
E
m
o
E岳
山
内
包
）
で
あ
る
。
有
償
性
は
民
法
（
B
G
B
）
六
一
一
条
の
雇
用
契
約
を
基
礎
と
す
る
。

凶
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係

商
業
使
用
人
の
規
定
は
、
部
分
的
に
商
業
代
理
人
の
規
定
と
交
差
す
る
。
商
業
使
用
人
は
、
同
時
に
支
配
人
又
は
商
業
代
理
人
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
。
支
配
権
又
は
商
業
代
理
権
は
代
理
権
限
を
示
す
に
過
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
第
三
者
と
の
関
係
に
お
け
る
法
律

関
係
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
外
部
関
係
（
〉
ロ
回

g
s吾
包
宮
町
）
に
の
み
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
商
業
使
用
人
の
概
念
は
商
人
に
対
す
る
法
律
関
係
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
内
部
関
係
（

H
5
8
4
2
E】
宮
町
）
と
理
解
さ
れ

（珂）る。
次
に
外
部
関
係
（
商
業
代
理
人
）
と
内
部
関
係
（
商
業
使
用
人
）
に
規
定
が
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
く
変
遷
を
見
て
い
く
こ
と
と

す
る
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
関
係
を
め
ぐ
る
規
定
の
変
遷

現
行
の
ド
イ
ツ
商
法
典
（
H
G
B
）

一
八
六
一
年
の
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
（
A
D
H
G
B
）

で
あ
る
。

の
前
身
に
あ
た
る
の
は
、



（四）

ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
草
案
が
提
出
さ
れ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
を
基
礎
に

（却）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
草
案
が
参
酌
さ
れ
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
で
は
第
六
章
（
三
九
条
以
下
）
に
支
配
人
（

E
w
g
sロ
）
、
第
七
章
（
五
二

条
以
下
）
に
商
業
使
用
人
（
国
g
色

g
m
ω
m
o
g－P
ロ
）
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
支
配
人
の
原
語
は
現
在
の
厚
。
w
R笠
と
は
異
な
り

3・
E

R
で
、
定
義
規
定
は
三
九
条
に
あ
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
三
九
条

当
2
4
0ロ
《
目
。
自
由
m
g
Fロ
5
0
2
E
2
出
g
内問。－
ω巳
色
。
ユ
g
ω
g
m
（同
vEHMN－3
日）品。ロ

krg同可
m
m
R
g
F
宮内回
g
m
ω
g
z
m
g
g
g色

片山宵品。
ωωOロ
問
。
。
『
ロ
ロ
ロ
開
門
ぽ
ω
国
mwロ色
mwzmoω
《日目岡山田一
P
N
Z
σ
2円0
5
0ロ（司司。
W
C吋岱）・首同司
mwW件。円（出
ωロ門出口ロ
mω4。円
ω－Z
F
o
p
同M
円。｝門医江
ωF

口町田】。ロ
O
口同）・

商業使用人規定の行方

「
営
業
所
の
所
有
者
（
営
業
主
）
よ
り
営
業
主
の
名
前
で
そ
の
計
算
に
よ
り
商
行
為
を
行
う
こ
と
（
プ
ロ
ク
ラ
）
を
委
任
さ
れ
た
者

（幻）

は
司
mww一
件
。
円
で
あ
る
」
と
し
て
括
弧
の
中
に
却
。
－
2
江
巳
が
は
い
っ
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
は
、
司
ω
E
2
の
規
定
を
置
く
こ

（

m） 

と
に
よ
り
ロ

l
マ
法
の
制
度
で
あ
る
宮
ω詩
句
（
支
配
人
）
か
ら
現
代
法
の
司
g
w
c
g
と
国
g
色
ロ
回
想
さ
ロ
B
R
Z
へ
と
橋
渡
し

を
し
た
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
三
九
条
か
ら
五
一
条
に
よ
っ
て
主
と
し
て
現
行
商
法
の
四
八
条
か
ら
五
六
条
が
形
作
ら
れ

（お）

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
に
お
い
て
は
、

m，m
w
E
R
の
規
定
に
内
部
関
係
で
あ
る
競
業
避
止
義
務
の
規
定
が

あ
る
。プ

ロ
イ
セ
ン
草
案
四
六
条
一
項

何
百
司
mwwg円色
ω止
。
F口
。
明
日
ロ
当
邑
即
mgHMm
品。
ω
司江口
N仲間
》

包

ω
君
。
品
。
門
出
回
円
。
－
moロ
O
河。。
HMロロロ
m－ロ。。
F
B吋
問
。
。
HHロロロ
m
o
Fロ
g

383 
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支
配
人
は
、
営
業
主
の
許
諾
な
し
に
自
己
又
は
第
三
者
の
計
算
で
商
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

商
業
使
用
人
に
関
す
る
競
業
避
止
義
務
は
、

五
八
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
五
八
条
一
項

何
百
出
ωロ円四日ロロ
mωmOVErι
宮
崎
。
四
回
口
。
何
百
d
E
E
m
cロ向島角川
ω司
ユ
ロ
江
古
mwZ42品。円片品回円。－
mo口
。
問
。
。
Fロロロ
m－ロ
Oの｝同町片山門問。。同岡田口口問

巴ロ
g
u巳
芹
⑦
ロ
国
mwロ色己
ωmmwω
の『防止命

gmwの
FOロ・

商
業
使
用
人
は
、
営
業
主
の
許
諾
な
し
に
自
己
又
は
第
三
者
の
計
算
で
商
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
で
は
、
司
m
E
2
と
出
g
ι
Zロ
窃
m
o
F
E
F
の
概
念
は
、
対
置
す
る
い
く
つ
か
の
人
の
ク
ラ
ス

（

M
）
 

ω岳
町
内
田

8
0
Q
m
ω
ω
g
g口
忠
司
ω。
5
ロ
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
で
は
、
司
g
w
z
E
2
8
及
、
び
出
向
昌
弘
’

（

4
0吋
・

－Z
口問
ω
g
gロ目的仙の
F
E
m
1
8
の
規
定
（
第
五
章
四
一
条
以
下
）
と
国
g
a
zロ
mωmovo－
rロ
の
規
定
（
第
六
章
五
七
条
以
下
）
が
は

（お）

っ
き
り
と
分
け
ら
れ
、
体
系
的
分
類
が
整
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
同
一
人
物
が
却
。
W
Z
1
2
又
は
国
自
己
ロ
ロ
宮
σod－－】旨位。
z
f
1
0

（

お

）

（

訂

）

で
あ
り
同
時
に
国
g
aロロ
mωmoF日
。
た
り
う
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
五
八
条
に
お
い
て
、
商
業
使

用
人
は
営
業
主
の
名
前
及
び
計
算
に
お
い
て
法
律
行
為
を
な
す
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
ず
、
営
業
主
に
そ
の
商
業
に
お
い
て
法
律
行

為
を
委
託
さ
れ
た
場
合
に
、
商
業
代
理
人
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
、
無
因
原
則
（
〉
σ
E
S
E
E
S－

（却）

胃
吉
弘
司
）
が
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
認
識
さ
れ
て
か
ら
は
、
不
必
要
で
欠
陥
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
普
通
商
法

（却）

典
に
も
、
各
章
に
競
業
避
止
義
務
の
規
定
が
あ
る
。



一
八
九
五
年
の
第
一
草

一
八
九
七
年
商
法
（
現
行
商
法
）
で
は
、
内
部
関
係
と
外
部
関
係
の
混
合
が
は
っ
き
り
と
克
服
さ
れ
た
。

（却）

案
理
白
書
に
お
い
て
、
「
第
五
章
は
、
商
行
為
の
所
有
者
（
同
島
与
2
色

g
E
E
o
z
m
g岳
民
宮
）
と
代
理
人
（
回

2
。
ロ
自
陣
。
宮
山
宮

g
）

間
の
内
部
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
支
配
権
又
は
商
業
代
理
権
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
者
に
生
じ
る
効
果
を
規
定
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
第
六
章
は
、
商
行
為
の
所
有
者
と
そ
の
使
用
人
と
の
雇
用
関
係
を
取
り
扱
う
。
つ
ま
り
使
用
人
が
同
時
に
商
業

代
理
人
か
否
か
で
違
い
を
設
け
て
い
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
現
行
商
法
典
に
お
い
て
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
規
定
が
、

代
理
の
無
因
性
の
概
念
か
ら
委
任
（
冨

g
e件
）
と
代
理
（
ぎ
ロ
B
R
E）
、
つ
ま
り
内
部
関
係
と
外
部
関
係
を
首
尾
一
貫
し
て
区
別
し

た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
競
業
避
止
義
務
の
規
定
は
、
第
六
章
に
の
み
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
六
O
条）。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
立
法
者
が
、
内
部
関
係
（
五
九
条
以
下
）
と
外
部
関
係
（
四
八
条
以
下
）
を
徹
底
し
た
形
で
分
離
し
た
こ
と

に
よ
り
、
営
業
主
と
そ
の
使
用
人
の
法
律
関
係
が
商
法
典
に
あ
る
の
は
正
し
い
場
所
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
、
商
業
使
用
人
規

定
は
大
き
な
変
更
を
加
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

四

ド
イ
ツ
現
行
商
法
に
お
け
る
商
業
使
用
人
規
定
の
変
遷

商業使用人規定の行方

商
業
使
用
人
の
規
定
に
関
し
て
は
、
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
規
定
（
七
四

a
条
な
い
し
七
四

c
条
、
七
五

a
条
な
い
し

七
五
f
条
、
八
二

a
条
）
が
法
典
編
纂
後
比
較
的
早
い
時
期
で
あ
る
一
九
一
四
年
に
追
加
さ
れ
、
更
に
七
五

g
条
及
び
七
五
h
条
が

一
九
五
三
年
に
追
加
さ
れ
た
他
は
、
労
働
法
関
係
の
他
の
法
律
に
内
容
が
移
さ
れ
、
漸
次
削
除
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
。

主
な
削
除
規
定
を
見
て
み
る
と
ま
ず
商
業
使
用
人
の
解
約
告
知
（
解
雇
）
に
関
す
る
六
六
条
な
い
し
七
二
条
が
、
一
九
六
九
年
に

第
一
労
働
法
改
定
法
（

σ
g
g・k
p
号
巴

zsszgs宮
山
吉
ロ
想
問
2
2
N
d呂
田
区
・
∞
・

5
S
図
。
回
戸
同

ω・H
H
O
∞
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

ま
た
同
年
、
商
業
見
習
い
に
関
す
る
七
六
条
な
い
し
八
二
条
が
職
業
訓
練
法
（
回
2
丘
号
室
g
m
ω
m
g
o
R
g
B
E・∞・
5
8
切
の
盟
・
H

385 



ω－H
H
H
N
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
近
年
で
は
、

二
O
O
二
年
に
七
三
条
が
営
業
法
修
正
法
（
の
ゆ
当
R
Z
2含
gmω
智弘
0
2ロ匂・
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m
g
o
R
g自
立
・
∞
－
N
O
O
N

切
の
巴
・
目
的
・

ω出
N
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
D

こ
の
よ
う
に
商
業
使
用
人
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
で
断
片
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
っ
て
い
る
規
定
の
中
に
も

一
九
九

O
年
ド
イ
ツ
統
一
に
よ
り
新
た
に
加
わ
っ
た
旧
東
ド
イ
ツ
の
州
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
存
在
意
義
を
失

っ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
制
限
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
今
日
、
商
業
使
用
人
規
定
に
つ
い
て
強
い
意
義
は
失
わ
れ

（但）

た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
基
本
書
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
基
本
書
の
約
半
数
ほ
ど
が
現
在
国
自
色
ロ
ロ
想
問
。
E

－Fと

（

泣

）

（

お

）

い
う
文
言
を
目
次
で
扱
っ
て
い
な
い
。
更
に
事
項
索
引
に
さ
え
国
自
己
ロ
ロ
mωmov足
。
が
載
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
事
項
索
引

で
か
ろ
う
じ
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
も
歴
史
上
の
偶
然
で
商
法
に
規
定
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
労
働
法
に
分
類
さ
れ
て
お

（

鈍

）

（

部

）

り
、
商
人
の
特
別
な
法
で
は
な
い
と
い
う
記
述
や
、
代
理
商
や
商
業
代
理
人
等
と
の
関
係
で
若
干
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

為
、
五

O

争

hv
し現
在
、
残
っ
て
い
る
条
文
の
中
で
重
要
な
も
の
は
競
業
避
止
義
務
で
あ
る
。
競
業
避
止
義
務
に
は
、
ド
イ
ツ
法
で
は
雇
用
関
係
中

の
義
務
と
し
て
法
律
上
の
競
業
避
止
義
務
（
六
O
、
六
一
条
）
と
退
職
後
の
も
の
と
し
て
契
約
上
の
競
業
避
止
義
務
の
規
定
（
七
四

（犯）

条
以
下
）
が
あ
る
。
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
で
あ
る
七
四
条
以
下
に
つ
い
て
は
、
連
邦
労
働
裁
判
所
（
B
A
G
）
の
判
例
上
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
二

O
O
三
年
一
月
一
日
よ
り
営
業
法
（
の
0
4
2
5
8
Eロ
g
m）
一
一

O

条
二
文
に
よ
り
商
法
七
四
条
以
下
が
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
文
で
規
定
さ
お
～
。
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
、

（却）

雇
用
契
約
中
よ
り
も
退
職
後
の
方
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
わ
が
国
の
商
業
使
用
人
規
定
に
は
退
職
後
の
競
業
避
止
義
務
に

関
す
る
規
定
が
な
い
た
め
、
本
論
文
で
は
、
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。
以
下
で
は
雇
用
関
係
中
の
競
業
避
止
義
務
に
つ
き
見
て
お

く
こ
と
と
す
る
。



商
法
六

O
条
一
項

U
R
国

g色
g
m
ω
m
o
F日
。
内
日
常
時
。

z
o
盟国
d
z
z
m
g
m
内田
g
同

MEReω
宮
司
包

2
0吉
田

S門
戸
－

gmωmod司
2
Z
Z可
旦

σgロ
。
各
宮

内山
mw一
自
国
自
丘
巴

ωNdz
－mo
色
g
H
M江口
N仲間話一
Z
B
2
w
F
m
o口。。色角川一司同円。自己
0同
R
Fロ
ロ
店
内
の
め

ω《日開同位向件。
B
R
V
Oロ・

商
業
使
用
人
は
、
営
業
主
の
許
諾
な
く
し
て
商
業
を
営
む
こ
と
も
自
己
又
は
他
の
者
の
計
算
に
お
い
て
営
業
主
の
営
業
の
部
類
に
属
す
る

取
引
を
な
す
こ
と
も
し
て
は
な
ら
な
い
。

商
法
六

O
条
一
項
で
は
、
営
業
禁
止
義
務
と
競
業
避
止
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
営
業
禁
止
義
務
に
関
し
て
は
、
連
邦

労
働
裁
判
所
（
B
A
G
）
は
、
憲
法
（
G
G
）
一
二
条
の
職
業
選
択
の
自
由
（

F
E貯
骨
巴

z
g
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、

大
幅
に
制
限
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
営
業
主
の
承
諾
な
く
商
業
を
営
む
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る
の
は
、
営
業
主
を
侵
害
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、

商業使用人規定の行方

つ
ま
り
商
業
使
用
人
が
営
業
主
の
営
業
の
部
類
に
属
す
る
商
業
を
営
み
そ
れ
に
よ
っ
て
商
業
使
用
人
と
営

（

但

）

業
主
が
競
争
関
係
に
た
つ
場
合
に
限
ら
れ
る
と
す
る
。

後
者
の
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
は
、
適
用
さ
れ
る
人
的
範
囲
が
問
題
と
な
る
。
条
文
の
文
言
上
か
ら
は
、
商
業
使
用
人
に
の
み

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
商
法
六

O
条
は
、
そ
の
基
礎
を
労
働
者
の
誠
実
義
務
（
吋
店
名
毘
各
丹
）
に
置
く
も
の
で

（

位

）

（

州

知

）

あ
っ
て
、
連
邦
労
働
裁
判
所
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
認
め
て
お
り
、
学
説
も
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

競
業
避
止
義
務
が
商
業
使
用
人
規
定
の
中
で
も
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
に
明
文
上
あ
る
い
は
判
例
上
（
解
釈
上
）
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
商
業
使
用
人
に
本
質
的
な
特
別
規
定
は
、
も
は
や
存
在
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い

（

叫

）る。

387 
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五

日
本
商
法
と
の
比
較

388 

ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
商
法
草
案
の
緒
言
で
そ
の
構
成
と
し
て
商
人
と
商
業
取
引
の
二
巻
に
分
け
、
商
人
の
巻
に
い
れ
る
も
の
と
し
て

（必）

第
四
に
商
人
の
使
用
人
即
ち
総
理
代
人
、
部
理
代
人
及
び
商
業
使
用
人
を
あ
げ
て
い
る
。
原
文
で
は
、
総
理
代
人
が
司

8
2
ユω窓口、

（必）

部
理
代
人
が
回

2
。
ロ
富
山
宵
宮
釘
Z
、
商
業
使
用
人
が
国
ωロ《田宮ロ
m
ω
m
o
F
S
Fロ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
と
こ
ろ
に
い
れ
る
か
ど
う

か
は
別
と
し
て
も
ド
イ
ツ
と
同
じ
で
あ
り
、

ロ
エ
ス
レ
ル
も
ド
イ
ツ
と
同
じ
主
義
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
実
際
の
題
号
は
「
代
理
人
及
商
業
使
用
人
」
（
ぎ
ロ

P
R
g号
窓
口

g仏
国

g色
gmωmog
－Pロ
）
と
な
っ
て
お
り
、
部
理
代

人
が
抜
け
て
い
る
。

商
業
使
用
人
の
最
初
の
規
定
で
あ
る
五
二
条
に
お
い
て
ロ
エ
ス
レ
ル
は
「
伊
斯
波
仁
亜
商
法
第
百
八
十
七
条
及
ヒ
第
百
八
十
八
条

ニ
ハ
支
配
者
又
ハ
手
代
ニ
対
ス
ル
別
段
ノ
委
任
規
則
ヲ
掲
ク
レ
ト
モ
之
レ
過
度
ノ
注
意
ト
云
フ
ヘ
シ
又
独
逸
商
法
第
四
十
七
条
及
ヒ

第
五
十
八
条
ニ
モ
商
業
使
用
人
ト
商
業
部
理
代
人
ト
ノ
間
ニ
区
別
シ
テ
以
テ
商
業
使
用
人
ハ
元
来
主
人
ノ
為
メ
ニ
取
引
ヲ
執
行
ス
ル

ノ
権
利
ナ
シ
其
之
レ
ヲ
為
シ
得
ヘ
キ
為
メ
ニ
ハ
別
段
ノ
命
令
ヲ
受
ク
ヘ
シ
而
シ
テ
此
命
令
ハ
即
チ
委
任
ニ
殊
ナ
ラ
ス
ト
為
セ
ト
モ
又

斉
シ
ク
過
度
ノ
煩
則
ト
云
フ
ヘ
シ
之
ニ
反
シ
テ
独
逸
ノ
法
律
学
上
ニ
於
テ
ハ
商
業
使
用
人
及
ヒ
商
業
部
理
代
人
ハ
同
一
ノ
人
タ
リ
又

実
際
取
引
ノ
執
行
ヲ
委
託
シ
タ
ル
ニ
付
テ
ハ
併
セ
テ
取
引
全
権
ヲ
モ
委
付
シ
タ
ル
コ
ト
ア
認
定
セ
リ
之
レ
即
チ
此
草
案
ノ
態
拠
ト
ス

（

U
）
 

ル
所
ニ
シ
テ
又
実
際
ノ
成
事
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
そ
の
参
考
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
法
も
ド
イ
ツ
法
も
過
度
の
規

定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
は
、
条
文
上
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
学
説
上
も
実

際
上
も
商
業
使
用
人
は
商
業
代
理
人
と
同
一
人
物
で
あ
る
か
ら
こ
の
草
案
に
お
い
て
も
一
体
と
し
て
規
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
た
だ
し
こ
こ
で
い
う
商
業
代
理
人
と
は
、
原
文
で
は
回

2
。ロ目的仙の宮
F
1
0
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
体
と
し
た
の

は
、
商
業
使
用
人
と
回

2
。ロ
BM仙の
F
t
m
g
だ
け
で
あ
っ
て
支
配
人
は
別
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
題
号
か
ら
部
理
代
人
だ
け
が
な
く



な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
題
号
で
代
理
人
が
先
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
法
の
規
定
の
順
番
と
同
じ
で
あ
る
。
競
業
避
止
義

務
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
支
配
人
の
規
定
で
あ
る
第
五
一
条
に
で
て
く
る
。

五
一
条
代
理
人
ハ
自
己
ノ
計
算
ニ
テ
モ
又
ハ
他
人
ノ
計
算
ニ
テ
モ
商
業
ヲ
営
ム
コ
ト
ヲ
得
ス
若
シ
此
規
則
ニ
背
キ
タ
ル
ト
キ
ハ
第
六
十
四

条
ニ
規
定
シ
タ
ル
結
果
ノ
外
主
人
ノ
望
ニ
従
ヒ
其
既
ニ
為
シ
タ
ル
商
業
取
引
ヲ
主
人
ノ
計
算
ニ
振
リ
替
ヘ
且
ツ
損
害
ヲ
起
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之

ヲ
補
償
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

kr円同．印
H
．
開
宮
刷
》
吋
。
の
ロ
丘
ω同《目岱『同
d
匂。《凶ゆ吋同｛
w
吋
包

m⑦
ロ
⑦
同
。
《
リ
F
ロ
ロ
ロ

m
ロ
。
の
F
同
｛
w
吋
河
。
の
目
戸
ロ
g
ロ肉仏同．

B
ロ
ωωw4司
⑦
ロ
ロ
⑦
吋
《
凶
即
。

ω。
〈
。
吋

ωの
｝
回
江
］
「
仲
岱
－
】
⑦
円
仲
江
＝
．

eoω
。

m
v
m
gの
富
。

ωωO口
。
口
出

ωロ内
F
Z
m
gの回同町民件。
mwg同
〈
2
E口
問
。
ロ
品
。

ω
司
江
田
己
目
】

mwZ

B
司
品
。

ωω
ゆ
口
問
ゅ
の
『
ロ
ロ
ロ

m
m
o－
R
ロ

EωωOロ
ロ
ロ
品

2
4
3－
mσ
ロ
∞
の

Fm色
。
ロ

2
m
Z
N
O
P
州

wσ
問。

ωσFOロ
〈
。
ロ
《
問
。
門
調
。
伊
丹
⑦
円
。
ロ

E
K
F
2跨
己
∞
h
H

〈
0
2｝吋内田口
045ロ
司
。
－

mo・

い
わ
ゆ
る
営
業
禁
止
義
務
で
あ
る
。
「
営
業
主
の
許
諾
な
し
に
」
（
。
『
ロ
ゆ
開
E
d
E
E
m
cロ
肉
色
g
p
E
N仲
間
出
町
）
と

い
う
文
言
が
入
っ
て
い
な
い
分
、
ド
イ
ツ
法
よ
り
も
厳
し
い
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
こ
の
規
定
を
置
い
た
理
由
に

こ
の
規
定
は
、

つ
ま
り
代
理
権
に
基
づ
く
義

商業使用人規定の行方

っ
き
「
代
理
者
カ
主
人
ニ
対
シ
テ
有
ス
ル
代
理
権
ノ
宏
大
無
限
ナ
ル
所
ニ
在
ル
」
と
説
明
し
て
い
る
。

務
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
商
業
使
用
人
に
関
し
て
も
五
人
条
に
お
い
て
五
一
条
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
と

異
な
り
、
支
配
人
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
商
業
使
用
人
に
も
営
業
禁
止
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
及
ヒ
第
四
十
九
条
第
五
十
条
第
五
十
一
条
ニ
定
メ
タ
ル
規
則
ハ
商
業
使
用
人
ニ
モ
亦
準
用
ス
ヘ
シ

五
八
条
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こ
の
規
定
に
つ
き
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
「
本
条
ニ
掲
出
ス
ル
諸
規
則
ヲ
商
業
使
用
人
ニ
モ
準
用
ス
ヘ
シ
ト
云
フ
ノ
原
因
ハ
凡
ソ
此
諸

規
則
ハ
総
テ
代
理
主
義
ノ
流
出
」
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
義
務
は
、
現
在
ド
イ
ツ
法
で
は
、
内
部
関
係
に
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え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
商
業
使
用
人
規
定
は
、

ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
代
理
権
に
基
づ
く
も
の
と
と
ら

ロ
エ
ス
レ
ル
の
意
図
に
よ
れ
ば
四
三
条
か
ら
五
一
条
ま
で
が
支
配
人
の

関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
代
理
権
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

代
理
権
に
関
す
る
規
定
、
五
二
条
か
ら
五
八
条
が
そ
の
他
の
商
業
使
用
人
の
代
理
権
に
関
す
る
規
定
、
そ
し
て
五
九
条
か
ら
六
六
条

が
商
業
使
用
人
の
雇
用
契
約
に
基
づ
く
規
定
つ
ま
り
内
部
関
係
の
規
定
と
い
う
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
に
ロ
エ
ス
レ
ル
が
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
の
考
え
方
や
構
成
に
大
い
に
影
響
を
、
つ
け
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

雇
用
契
約
（
思
g
E
2
1
5
m）
に
基
づ
く
規
定
が
は
じ
ま
る
五
九
条
に
お
い
て
ロ
エ
ス
レ
ル
は
「
雇
入
契
約
ノ
原
則
ハ
民
法
ニ
記

載
セ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
商
業
使
用
人
ニ
モ
亦
適
用
ス
ヘ
シ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
以
テ
セ
リ
但
シ
之
ニ
関
ス
ル
不
確
ノ
廉
ヲ
避
ケ
且
ツ
或
ル
点

（姐）

ニ
就
テ
商
業
上
ノ
需
求
ニ
応
セ
ン
カ
為
メ
尚
ホ
別
段
ノ
規
則
数
件
ヲ
附
加
シ
タ
リ
」
と
述
べ
て
民
法
の
雇
用
契
約
が
原
則
と
し
て
適

用
さ
れ
る
が
、
労
働
関
係
に
関
す
る
商
業
使
用
人
固
有
の
規
定
を
お
い
た
旨
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
若
干
気
に
な
る
の
は
、

五
九
条
の
説
明
に
お
い
て
「
商
業
使
用
人
及
ヒ
代
理
人
ハ
必
ス
シ
モ
主
人
ノ
雇
人
ニ
限
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
或
ハ
主
人
ニ
対
シ
他
ノ
関

係
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
ル
コ
ト
ア
リ
則
チ
重
モ
ニ
家
属
或
ハ
妻
子
ニ
シ
テ
主
人
ノ
営
業
ヲ
扶
助
ス
ル
者
ノ
如
キ
是
ナ
リ
」
と
説
明
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
商
業
使
用
人
の
原
文
は
確
か
に
国
自
色
E
回想問。
F
巴
貯
ロ
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
説
明
は
、
通
常

司

g
w
c
E
E
と
国
自
己
口
出
向

ωσ2。ロ
B
M
R
F
t
m
g
に
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
を

混
同
し
て
書
い
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
こ
れ
ら
雇
用
契
約
に
基
づ
く
規
定
は
、
旧
商
法
典
（
明
治
二
三
年
）
に
お
い
て
も
権
利
の
縮

（却）

減
は
な
さ
れ
た
が
条
文
数
は
維
持
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
三
二
年
商
法
典
で
は
、
民
法
と
重
複
し
、
か
っ
慣
習
に
よ
る
べ
き
と
こ

ろ
は
こ
と
ご
と
く
削
除
去
一
問
、
雇
用
に
関
す
る
部
分
の
条
文
は
、
平
成
一
七
年
商
法
改
正
前
の
雇
用
関
係
に
民
法
を
適
用
す
る
と
い

う
条
文
の
み
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
そ
れ
が
妥
当
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、

ロ
エ
ス
レ
ル
の
考
え
に



よ
れ
ば
、
競
業
避
止
義
務
は
代
理
権
に
基
づ
く
も
の
と
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
我
が
固
に
お
い
て
は
す
で
に
明
治
三
二
年
商

法
典
の
段
階
で
商
業
使
用
人
に
関
す
る
規
定
は
雇
用
関
係
に
民
法
の
規
定
を
適
用
す
る
と
い
う
一
カ
条
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
ド
イ

ツ
法
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
商
業
使
用
人
の
規
定
は
労
働
法
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
法
か
ら
な
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

考
え
は
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ド
イ
ツ
法
の
注
釈
書
の
中
に
は
、
第
六
章
商
業
使
用
人
及
び
商
業
見
習
い
の
参
考

（日）

文
献
を
労
働
法
の
文
献
と
商
業
使
用
人
法
の
文
献
に
分
け
て
労
働
法
の
文
献
か
ら
先
に
書
い
て
い
る
ほ
ど
、
労
働
法
に
つ
い
て
意
識

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
条
文
が
漸
次
削
除
さ
れ
断
片
的
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
未
だ
商
業
使
用
人
つ
ま
り
内
部
関
係
の
規
定
が
商

法
典
に
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翻
っ
て
わ
が
国
で
は
、
昭
和
二
二
年
商
法
改
正
時
に

お
い
て
、
是
非
と
も
商
法
に
規
定
す
べ
き
は
商
業
代
理
の
問
題
で
あ
っ
て
商
業
使
用
人
の
問
題
は
必
ず
し
も
商
法
に
規
定
す
る
を
要

せ
ず
、
む
し
ろ
商
店
法
又
は
民
法
等
に
譲
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
か
ら
主
人
と
商
業
使
用
人
と
の
間
の
内
部
関
係
の
規

（臼）

定
は
別
に
一
纏
め
に
す
る
か
又
は
商
法
よ
り
除
い
た
方
が
よ
い
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
検
討
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
題
号
こ
そ
商
業
使
用
人
で
あ
る
が
、
規
定
の
殆
ど
が
営
業
上
の
代
理
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
労
働
法
に
移
す
必
要

性
が
実
際
上
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

商業使用人規定の行方

ロ
エ
ス
レ
ル
の
考
え
と
異
な
り
、
競
業
避
止
義
務
は
現
在
、
代
理
権
に
基
づ
く
規
定
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
商
業
使
用

人
本
来
の
規
定
は
、
こ
の
一
カ
条
だ
け
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
わ
が
国
で
は
、
競
業
避
止
義
務
に
関
し
、
二
つ
の
こ
と
が
問
題

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
他
の
競
業
避
止
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
つ
ま
り
取
締
役
の
競
業
避
止
義
務
等
と
比
較

す
る
と
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
が
営
業
禁
止
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
厳
し
す
ぎ
て
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
商
法
改
正
の
要
綱
試
案
（
平
成
一
五
年
一

O
月
二
二
日
）
第
二
部
総
則
関
係

3
使
用
人
（
2
）
会

社
の
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
等
に
お
い
て
「
会
社
の
支
配
人
に
つ
い
て
、
営
業
主
の
許
諾
が
な
け
れ
ば
、
み
ず
か
ら
営
業
を
行
う

こ
と
や
、
会
社
の
無
限
責
任
社
員
や
取
締
役
等
と
な
る
こ
と
を
禁
止
す
る
規
制
を
見
直
し
、
取
締
役
と
同
様
の
競
業
避
止
義
務
の
み
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を
負
う
も
の
と
す
る
こ
と
の
当
否
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
す
る
」
と
さ
れ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
お
し
な
べ
て
賛

（

回

）

（

臼

）

成
意
見
が
多
か
っ
た
。
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
第
二
一
回
会
議
で
は
、
職
務
専
念
義
務
を
課
す
、
会
社
法
上
の

取
締
役
と
同
じ
ル

l
ル
に
す
る
、
契
約
に
任
す
、
こ
の
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
の
他
は
、
積

（回）

極
的
な
賛
成
意
見
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
の
第
二

O
回
会
議
に
お
い
て
事
務
局
か
ら
支
配
人
と
会
社
に
お
け
る
役
員

と
は
責
任
等
の
面
で
違
い
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、
格
別
の
取
り
扱
い
の
変
更
を
し
な
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
が
受
け
入
れ

（邸）

ら
れ
た
。
営
業
禁
止
義
務
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
で
も
同
様
の
規
定
が
あ
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
連
邦
労
働
裁
判
所
に
よ
り
憲
法
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一
二
条
（
職
業
選
択
の
自
由
）
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
て
大
幅
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
そ
の
範
囲
に
つ

き
も
う
一
度
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

次
に
支
配
人
に
つ
い
て
の
み
競
業
避
止
義
務
の
規
定
が
あ
る
た
め
、
商
法
二
五
条
、
会
社
法
一
四
条
の
商
業
使
用
人
に
関
し
て
は

つ
ま
り
支
配
人
の
規
定
を
類
推
適
用
す
る
の
か
否
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
ロ
エ
ス

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、

レ
ル
草
案
で
は
、
支
配
人
と
そ
の
他
の
商
業
使
用
人
の
両
者
に
つ
き
同
じ
競
業
避
止
義
務
が
課
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
三
二

年
商
法
典
制
定
の
議
論
の
中
で
そ
の
他
の
商
業
使
用
人
に
つ
い
て
は
競
業
避
止
義
務
の
規
定
が
意
図
的
に
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
経

（町）

緯
が
あ
る
。
現
在
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
の
規
定
を
あ
る
程
度
、
類
推
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見

（回）解
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
使
用
人
は
支
配
人
と
比
べ
て
権
限
の
範
囲
が
狭
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
代
理
商
の
競
業
禁
止
に
関
す
る

（印）

規
定
を
類
推
適
用
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
般
に
使
用
人
は
雇
用
契
約
上
の
付
随
義
務
で
あ

る
誠
実
義
務
の
一
環
と
し
て
使
用
者
に
対
し
て
競
業
避
止
義
務
を
負
担
し
て
い
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
競
業
禁
止
の
範
囲
は
そ

れ
ぞ
れ
の
雇
用
関
係
ご
と
に
異
な
り
得
る
た
め
、
雇
用
契
約
関
係
に
基
づ
く
義
務
と
捉
え
れ
ば
足
り
、
禁
止
範
囲
が
定
型
化
さ
れ
て

（印）

い
る
支
配
人
や
代
理
商
の
競
業
禁
止
規
定
を
そ
の
ま
ま
類
推
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず

れ
の
見
解
も
何
ら
か
の
競
業
避
止
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
の
民
法
で
は
、
競
業
避
止
義
務
も
、



広
い
意
味
で
は
労
務
者
の
誠
実
義
務
の
一
種
で
あ
り
、
支
配
人
等
の
競
業
避
止
義
務
の
趣
旨
を
雇
用
に
お
け
る
労
務
者
一
般
に
も
広

（剖）

く
類
推
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
ま
た
労
働
法
に
お
い
て
も
労
働
契
約
関
係
に
お
い
て
誠
実
義
務
に
基
づ
く
付
随
的
義
務

（
位
）

と
し
て
競
業
避
止
義
務
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
ド
イ
ツ
に
お
け
る
の
と
同
じ
考
え
方
に
た
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商

法
だ
け
が
隔
絶
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
商
法
に
お
け
る
商
業
使
用
人
の
規
定
が
他
の
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
る
点

で
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
と
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
わ
が
国

商業使用人規定の行方

の
商
業
使
用
人
規
定
が
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
を
一
体
と
し
て
商
業
使
用
人
と
し
て
規
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
商
業
使
用
人
の

意
義
に
雇
用
関
係
を
要
す
る
か
否
か
説
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
明
治
三
二
年
商
法
典
制
定
時
に
支
配
人
の
み
に
競
業
避
止
義
務

が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
取
締
役
等
の
も
の
と
は
異
な
り
営
業
禁
止
も
含
む
広
い
範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
以
上
み

て
き
た
よ
う
に
競
業
避
止
義
務
に
つ
い
て
は
物
的
・
人
的
範
囲
そ
し
て
商
業
使
用
人
規
定
に
明
文
と
し
て
置
く
か
否
か
と
い
っ
た
こ

（伺）

と
を
取
締
役
等
、
他
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
の
規
定
と
あ
わ
せ
て
横
断
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

商
業
使
用
人
規
定
の
行
方
を
考
え
る
と
き
に
競
業
避
止
義
務
の
他
、
考
え
る
べ
き
は
題
号
で
あ
る
。
規
定
の
殆
ど
が
営
業
上
の
代

理
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
題
号
は
商
業
使
用
人
の
ま
ま
で
あ
る
。
特
に
平
成
一
七
年
商
法
改
正
に
よ
り
会
社

法
で
は
、
「
会
社
の
使
用
人
」
と
い
う
題
号
に
な
っ
た
た
め
、
更
に
題
号
と
中
身
の
講
離
が
進
ん
で
い
る
。
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
わ
が

国
の
商
業
使
用
人
の
規
定
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
営
業
上
の
代
理
権
を
有
す
る
が
雇
用
関
係
の
な
い
者
も
含
ん
で
考
え
て
い
た
の
に

対
し
、
明
治
三
二
年
商
法
典
の
起
草
者
で
あ
る
岡
野
敬
次
郎
は
、
雇
用
関
係
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
代
理
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の

（臼）

か
否
か
、
与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
の
範
囲
で
か
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。
わ
が
国
の
商
業
使
用
人
の
意
義

に
雇
用
関
係
を
必
要
と
す
る
見
解
は
、
ま
ず
営
業
主
の
下
で
働
い
て
い
る
者
を
前
提
に
、
そ
の
者
に
ど
の
よ
う
な
権
利
義
務
を
与
え

る
の
か
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
会
社
の
使
用
人
」
と
い
う
題
号
も
そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
D

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
い
て
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
規
定
を
完
全
に
分
け
る
と
い
う
の
は
難
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も
し
題
号
を
商
業
代
理
人
に
変
え
る
と
す
る
と
、
商
業
代
理
人
と
い
う
言
葉
は
、
企
業
の
補
助
者
で
あ
り
な
が
ら
独
立
の
商
人
で

あ
る
も
の
（
企
業
外
補
助
者
）
を
当
然
に
は
排
除
し
な
い
か
ら
、
商
業
使
用
人
と
い
う
言
葉
を
商
業
代
理
人
に
置
き
換
え
る
だ
け
で

（

日

）

（

伺

）

は
正
確
で
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
わ
が
国
に
お
い
て
も
商
業
使
用
人
と
代
理
商
は
、
非
独
立
の
補
助
者
と

（前）

独
立
の
補
助
者
と
し
て
区
別
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
体
系
自
体
が
時
代
遅
れ
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
ド
イ
ツ
で
な
さ
れ
て
い
る
。
代
理

商
は
、
今
日
、
い
わ
ば
労
働
者
の
身
分
の
な
い
商
業
使
用
人
の
法
な
の
で
は
な
く
、
現
代
の
販
売
組
織
法
の
た
め
に
形
成
さ
れ
た
も

（倒）

の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
商
業
使
用
人
規
定
の
行
方
を
考
え
る
に
は
、
代
理
商
と
の
関
係
も
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成
一
七
年
商
法
改
正
時
に
会
社
法
に
内
部
充
足
的
な
規
定
と
し
て
商
業
使
用
人

と
代
理
商
の
規
定
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
が
適
切
で
あ
っ
た
の
か
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

---1..... 

ノ、

お
わ
り
に

本
稿
で
は
商
業
使
用
人
規
定
の
行
方
を
ド
イ
ツ
商
法
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
て
き
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
現
行
商
法
に
お
い
て
営

業
主
と
商
業
使
用
人
の
内
部
関
係
と
第
三
者
と
の
関
係
で
あ
る
外
部
関
係
が
規
定
上
完
全
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
当

時
の
ド
イ
ツ
法
を
参
考
と
し
た
ロ
エ
ス
レ
ル
は
、
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
完
全
に
分
け
た
形
で
は
規

定
を
作
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
商
業
使
用
人
と
商
業
代
理
人
の
規
定
を
一
体
と
し
て
定
め
、
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
も

代
理
権
に
基
づ
く
も
の
と
解
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
完
全
に
分
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
内
部
関
係
は
、
本
来
労
働
法
に

置
か
れ
る
べ
き
規
定
で
あ
る
と
し
て
、
漸
次
条
文
が
労
働
法
分
野
に
移
さ
れ
、
削
除
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
明
治

三
二
年
商
法
典
制
定
時
に
労
働
法
に
置
か
れ
る
べ
き
規
定
が
殆
ど
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
商
業
使
用
人
規
定
と
労
働
法
の
関



商業使用人規定の行方

係
に
つ
い
て
の
議
論
が
殆
ど
生
じ
な
か
っ
た
。

わ
が
国
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
物
的
・
人
的
範
囲
で
あ
る
。
物
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
法
の

解
釈
と
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
人
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
民

法
・
労
働
法
が
ド
イ
ツ
法
の
考
え
方
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
や
は
り
明
治
三
二
年
商
法
典
制
定
に
お
け
る
議
論

の
中
で
支
配
人
の
み
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
わ
が
国
独
自
の
問
題
と
し
て
労
働
法
と
関
連
す
る
こ
と
な
く
論
じ
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
は
、
内
部
関
係
の
規
定
と
し
て
削
除
す
る
か
否
か
も
含
め
て
取
締
役
等
と
い
っ
た
他

の
規
定
と
横
断
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
他
の
わ
が
国
特
有
の
問
題
と
し
て
は
、
題
号
が
あ
げ
ら

れ
る
。
営
業
上
の
代
理
権
に
関
す
る
規
定
が
殆
ど
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
題
号
が
商
業
使
用
人
の
ま
ま
で
あ
り
、
ま
た
平
成
一
七

年
商
法
改
正
に
よ
り
、
会
社
法
で
は
、
題
号
が
「
会
社
の
使
用
人
」
と
い
う
規
定
の
内
容
と
逆
行
す
る
か
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
立
法
者
が
商
業
使
用
人
規
定
に
関
し
て
雇
用
契
約
関
係
に
あ
る
者
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
、
こ
の
前
提
を
取
り
除
く
に
は
困
難
が
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ド
イ
ツ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
内
部
関
係
と
外

部
関
係
を
は
っ
き
り
と
分
け
る
規
定
に
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。

商
業
代
理
人
に
題
号
を
変
更
し
た
場
合
、
代
理
商
と
の
区
別
が
困
難
に
な
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ド

イ
ツ
で
非
独
立
と
独
立
の
補
助
者
と
い
う
分
類
が
す
で
に
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
あ
り
、
代
理
商
も
含
め
て
規
定
の
体
系

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
商
業
使
用
人
の
規
定
に
重
心
を
置
い
て
規
定
の
行
方
を
考
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
が
、
そ

の
際
、
ど
こ
が
問
題
と
な
る
の
か
、
ど
の
点
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。

（

1
）
平
成
一
七
年
改
正
後
の
条
文
見
出
し
は
、
支
配
人
の
競
業
の
禁
止
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
論
文
で
は
支
配
人
の
競
業
避
止
義
務
と
す

る。
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o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 Handelsgesetzbuch, 7. 

Aufl., 

2007, §59 Rdnr. 2; 
Hopt, in: B

a
u
m
b
a
c
h
/
H
o
p
t
,
 Handelsgesetzbuch, 33. Aufl., 2008, §59 Rdnr. 26. 

(;::::) 
Hopt, a. 
a. 
0. (Fn. 10), §59 Rdnr. 26; v

o
n
 H
o
y
n
i
n
g
e
n
-
H
u
e
n
e
,
 a. 
a. 
0. (Fn. 6), 

vor §59 Rdnr. 7. 

（自）
1
~
~
＜
社
橿
器
部
~
~
橿
〈
年
損
保
土

:2＋＜！嬰
~
~
~
ど
杓
~
~
o
橿
誕
！
蝶

11部
下

.Jti’
I
s
t
k
a
u
f
m
a
n
n

..lJ；二小田提坦.....）~「リ

（

NT80N）恥NH網N∞駅宮跡地’



r、。、r。

e
誕
艦

~.;q
ニ
ド
橿
－
＜

.JJ:t主
短
期
棋
会
』
細
心
網
干
－
＇

-I号
時

J
..lJ炉
r-Q。

橿
誕
1
蝶
］
1部

K
a
u
f
m
a
n
n
 i
m
 Sinne dieses Gesetzbuchs ist, 

w
e
r
 ein H
a
n
d
e
l
s
g
e
w
e
r
b
e
 betreibt. 

（包）
Koller, a. 

a. 
0. (Fn. 5), 

§59 Rdnr. 2; 
W
a
g
n
e
r
,
 a. 
a. 
0. (Fn. 7), 

§59 Rdnr. 20. 

（ヨ）
橿
鎚
！
蝶
11
型車

H
a
n
d
e
l
s
g
e
w
e
r
b
e
 ist jeder Gewerbebetrieb, es sei denn, <lass <las U

n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 nach A
r
t
 oder U
m
f
a
n
g
 einen 

in kaufmannischer W
e
i
s
e
 eingerichteten Geschaftsbetrieb nicht erfordert. 

（自）
Henssler, a. 

a. 
0. (Fn. 6), 

§59 Rdnr. 26. 

（
~
）
 
v
o
n
 H
o
y
n
i
n
g
e
n
-
H
u
e
n
e
,
 a. 
a. 
0. 
(Fn. 6), 
§59 Rdnr. 63; Rufi, a. 

a. 
0. 
(Fn. 
10), 
§59 Rdnr. 2; 

Hopt, a. 
a. 
0. 

(Fn. 10), §59 Rdnr. 28. 

（口）
Henssler, a. 

a. 
0. (Fn. 6), 

§59 Rdnr. 18. 

（
~
）
 
Karsten Schmidt, Handelsrechct, 

5. 
Aufl., 
1999, 
S. 
499; 
Hilbner, 
Handelsrecht, 5. 

Aufl., 
2004, 
S. 
124; 

H
a
r
t
m
a
n
n
,
 Handelsrecht, 1. 

Aufl., 
2008, S. 
163. 
,
 
J
 e
余
士
~
t
i
略
盤
会
＇
~
相
）~，

←
ニ
人

J
""" r-Q 
-.,@ ~

 ~
 v
o
n
 H
o
y
n
i
n
・

g
e
n
-
H
u
e
n
e
,
 a. 
a. 
0. (Fn. 6), 

vor §59 Rdnr.6. 

（合）
E
n
t
w
u
r
f
 eines Handelsgesetzbuchs fiir die Preussischen Staaten, erster Theil, 1857 =Lutz, Protokolle der 

K
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 zur B
e
r
a
t
h
u
n
g
 eines allgemeinen Deutsch e

n
 Handelsgesetzbuches, Beilagenband, 1858, S. 

lff. 

（
~
）
 
H
a
h
n
,
 C
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 Allgemeinen Deutschen Handelsgesetzbuch B

a
n
d
 1, 
3. 
Aufl., 1878 Einleitung §3. 

（尽）
Faktor 

e
漏
~
三

P
エ
ド
ヨ
：
Y
E
n
t
w
u
r
f
 eines Handelsgesetzbuchs fiir 

die 
Preussischen Staaten, 

Zweiter 

Theil, M
o
t
i
v
e
 1857 S.26 ~

総
監
。

（お）
Institor ~~.....Jν

当
’
ロ
ト
早
々
＜
~
件
「

institor
~
 0

エ
ν
~
1
幹
部
経
J
IIBI-0特
許
畑
農
妻
橋
1
0
＜
綱
同
・
-j(D¥t'
(] ~

~
同
社
）

1
 1
 1
 -\Jl眠

~
l
ι
総
監
。

(gs) 
Karsten Schmidt, Handlungsgehilfenrecht u

n
d
 Handelsgesetzbuch, F

S
 Sollner, 2000, S.1051 

（認）
H
a
h
n
,
 a. 
a. 
0. (Fn. 20), V

o
r
b
e
m
.
 §1 vor Art. 41. 

hhkeM恨眠〈睦起耕恒



。cO'l c。
（お）
Laband, 

Die 
Stellvertretung 

bei 
d
e
m
 A
b
s
c
h
l
u
B
 
v
o
n
 
Rechtsgeschaften 

nach 
d
e
m
 allgem. 

Deutsch. 

Handelsgesetzbuch, Z
H
R
I
O
,
 1866, S. 
208. 

（お）
Wendt,in: E

n
d
e
m
a
n
n
 (hrsg.), 
H
a
n
d
b
u
c
h
 des deutschen Handels-, See-

u
n
d
 Wechselrechts, B

a
n
d
 1, 
1881, 

S. 
248; H
a
h
n
,
 a. 
a. 
0. (Fn. 20), V

o
r
b
e
m
.
 §6 vor Art. 41. 

（お）
：
ム
ヤ
ト
羽
田
摺
憧
誕
輯
0
吋
〈
蝶

D
e
r
 Handlungsgehtilfe ist 

nicht ermachtigt, Rechtsgeschafte i
m
 N
a
m
e
n
 u
n
d
 fiir 
R
e
c
h
n
u
n
g
 des Prinzipals 

v
o
r
z
u
n
e
h
m
e
n
.
 

W
i
r
d
 er jedoch v

o
m
 d
e
m
 Prinzipal zu Rechtsgeschaften in dessen Handelsgewerbe beauftragt, so finden die 

B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
e
n
 tiber Handlungsbevollmachtigte A

n
w
e
n
d
u
n
g
.
 

（
~
）
 
Karsten Schmidt, a. 

a. 
0. (Fn. 23), S. 

1053. 

（お）
：
ム
ヤ
ト
割
mt型
橿
鴬
唱
〈
同
代
感

Ein Prokurist oder ein z
u
m
 Betriebe eines g

a
n
z
e
n
 Handelsgewerbes bestellter Handlungsbevollmachtigter 

darf o
h
n
e
 Einwilligung des Prinzipals w

e
d
e
r
 fiir eigene R

e
c
h
n
u
n
g
,
 noch fiir R

e
c
h
n
u
n
g
 eines Dritten Handels-

geschafte m
a
c
h
e
n
.
 

エ
ム
ャ
ト
調
m，
唱
瞳
税
胡
〈
同
千
宅
保
］
l部

Ein Handlungsgehilfe d
a
d
 o
h
n
e
 Einwilligung des Prinzipals w

e
d
e
r
 fiir 
eigene R
e
c
h
n
u
n
g
 n
o
c
h
 fiir 
Rech-

n
u
n
g
 eines Dritten Handelsgeschafte m

a
c
h
e
n
.
 

(2~
） 
Begrtindung zu d

e
m
 E
n
t
w
u
r
f
 eines Handelsgesetzbuchs fiir 

das Deutsche Reich v
o
n
 1895, in: 

Schubert/ 

Schmiedel/Krampe, Quellen z
u
m
 Handelsgesetzbuchs v

o
n
 1897, B
a
n
d
 II 
/1, 
1987, S. 
44 

（お）
v
o
n
 H
o
y
n
i
n
g
e
n
-
H
u
e
n
e
,
 a. 
a. 
0. 
(Fn. 6), 
vor§59 Rdnr. 4; 

Boecken, a. 
a. 
0. 
(Fn. 4), 
§59 Rdnr. 3; 

Christop 

Weber, a. 
a. 
0. (Fn. 7), 

§59 Rdnr. 2. 

（
~
）
 
Brox/Henssler, Handelsrecht, 20. Aufl., 2009; Canaris, Handelsrecht, 24. Aufl., 2006; Kindler, G

r
u
n
d
k
u
r
s
 

Handels-und Gesellschaftsrecht, 3. 
Aufl., 
2008; M
e
y
e
r
,
 Handelsrecht, 2007; Oekter, Handelsrecht, 5. 

Aufl., 

（

NT80N）恥NH網N∞駅患が出



商業使用人規定の行方

NOO斗
一
喝
ぽ
向
山
OBmwロロ＼
2
a
R
F
Oア
同
州
百
内
田
巴
ωおの
F
F
∞
・
〉
口
出
－
－

M
o
o
r
ω
Z
E
Z。
F
国
g
弘
己
向
。
。
F
F
N
c
o
m
p
z
E・
出
向
芭
品
。

z・

5
の
F
F
H
－
krg出・・
NCC斗－

KFロ
m
g窓
口
件
。
臣
民
ω旬。吋
g
ロ
g
と
い
う
目
次
で
商
業
使
用
人
に
つ
き
説
明
す
る
も
の
に
回
目
σ
5
F
国
g
品。－向。。
F
F
印・

krz出－
w
N
o
s－

m
・
同
区
・
ま
た

U
2
w
m
g片田町田ロ巳
R
F
2
K
Fロ
m
g窓
口
件
。
と
い
う
目
次
で
商
業
使
用
人
に
つ
き
説
明
す
る
も
の
に

E
S
N
E
m
o
F

の『ロロ色
M

門出向。

ι
g
田
町
古
色
己
ω円ゅの
F
Z
W
同ω・krg同】・・

Nccpω
・
Jミ
民
・
が
あ
る
。

（
お
）
巧
ぽ
円
四
0
5
8ロ
＼
虫
色
ωの
FOFω
－
m－。・（
E
－
s
r
m
g
E
Z。
F
m－
m・
o
・（

3
・
ω
N
Y
F
E
E
L－
m・
o
・（司ロ・

ωN）・

（
泊
）
ハ
ugmw同
日
夕

mw－
m・
o
・（司ロ・

ωN）い・

ω山富
a
o
p
m
w－
mw・
c・（司ロ・
ωN）w
m・
H
S
h
o
o－巳
opmw－
m・
o
・（明白・

ωN）・
ω
・
H・

（
お
）
回
g
凶＼出。ロ
ωω
－opmw－
m・
o
・（司ロ・

ωN）w
m・
HN∞
・
足
。
一
。
o
w
g
p
m
w－
m・
o
・（明白・

ωN）・∞－

Hω
町一間宮内田－
opmw－
m・
o
・（司ロ・

ωN）・
ω
・

HN叶・

（
お
）
目
次
で
商
業
使
用
人
が
扱
わ
れ
て
い
る
基
本
書
に
関
し
て
は
、
商
業
使
用
人
の
意
義
の
他
は
、
競
業
避
止
義
務
の
説
明
が
中
心
で
あ

る
。
開
mwg窓
口
∞
の
F
B
E
F
岱－

mw・。・（司ロ－

H∞）・

ω
・日（）
N民・一一問。
p
w
国
mwロ品
AWE－

EM品
。
。
ω巴
町
。
Fmw同Z
BのF
F
∞・

krロ出・・

NOCH
－∞－

N∞
O同・一』ロロ
m
－同州百円四巴
ω話。
F
F
J可・
krc白・・

NCC∞・∞－

Hh悼町一回巴。
d
F
出
mwロ円四己
ω円ゅの
F
F
∞・

kFRE－－
NCCPω
・
HOhp・

（
幻
）
契
約
上
の
競
業
避
止
義
務
に
関
し
て
詳
し
く
検
討
す
る
日
本
の
文
献
と
し
て
以
下
が
あ
る
。
石
田
信
平
「
退
職
後
の
競
業
避
止
特
約

（
一
）
｜
ド
イ
ツ
の
立
法
規
制
と
そ
の
規
制
理
念
｜
」
同
志
社
法
学
五
九
巻
五
号
（
二

O
O
七
年
）
九
九
頁
以
下
、
同
（
二
）
同
志
社
法

学
五
九
巻
六
号
（
二

O
O
七
年
）
三

O
五
頁
以
下
、
同
会
一
）
同
志
社
法
学
六
O
巻
二
号
（
二

O
O
八
年
）
一
四
一
頁
以
下
、
同
（
四
）

同
志
社
法
学
六
O
巻
五
号
（
二

O
O
八
年
）
三
六
五
頁
以
下
。

（
お
）
回
〉
の
〈
・

5
・∞・

5

8
・回国

5
8
ω
・
8
H
K
F司
Z
司－

Nh悼一
N
g
m
a
H
H
切
の
回
開
。
ロ
W
己吋円。ロ
N
E
m
w
g己
・
こ
の
判
例
を
和
訳
し
た
も
の
と

し
て
、
後
藤
清
「
商
業
使
用
人
以
外
の
被
用
者
の
競
業
禁
止
の
効
力
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
一
五
四
号
（
一
九
七
二
年
）
七
O
頁
以
下
。

（
却
）
二

O
O
三
年
の
営
業
法
一

O
五
条
以
下
に
】
自
民
自
営
巳
R

Z
ロ
回
日
8
2
8ロ
の
一
般
的
な
労
働
法
上
の
原
則
が
規
定
さ
れ
た
。

（
刊
）
わ
が
国
に
お
け
る
雇
用
契
約
中
の
競
業
避
止
義
務
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
エ

l
プ
ラ
イ
事
件
上
呆
京
地
判
平
成
一
五
年
四
月
二

五
日
労
判
八
五
三
号
二
二
頁
。

（
担
）
回
〉
の
〈
－

m・
Mm・
H匂
J3KF司
Z
『・仏一
N
C
m
g
出
の
回
・
事
件
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
、
神
作
裕
之
「
商
法
に
お
け
る
競
業
禁
止
の
法
理

（
一
）
」
法
学
協
会
雑
誌
一

O
七
巻
八
号
（
一
九
九
O
年
）
一
二
六
O
頁
参
照
。

399 
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寸
4

（
~
）
 
B
A
G
v
.
 17. 
10. 1969 A

P
 Nr. 7
 zu §611 B
G
B
 Treupflicht.

休
梢
射
止
摺
匪
申
稲
宮
崎
容

~...\J...JνBAGv.
16. 8. 
1990 

A
P
 Nr. 10 z
u
 §611 B
G
B
 Treupflicht, B

A
G
 v. 
26. 9. 
2007 N
Z
A
 2007 S. 
1436. 

（匂）
v
o
n
 H
o
y
n
i
n
g
e
n
-
H
u
e
n
e
,
 a. 
a. 
0. (Fn. 6), 

§60 Rdnr. 8; 
Etzel, a. 
a. 
0. (Fn. 6), 

§60 Rdnr. 1; 
Boecken, a. 

a. 
0. 

(Fn. 4), 
§60 Rdnr. 6; 

Kotzian-Marggraf, a. 
a. 
0. (Fn. 4), 

§60 Rdnr. 2; 
Mtiller-Gloge, in: 

Mtinchener K
o
m
m
e
n
-

tar z
u
m
 Btirgerlichen Gesetzbuch, B

a
n
d
 4, 
4. 
Aufl., 2005, §611 Rdnr. 1101; Schaub, Arbeitsrechts-Handbuch, 

13. Aufl., 2009, S. 
497. 

（
~
）
 
W
a
g
n
e
r
,
 Besonderheiten b

e
i
m
 Arbeitverhaltniss 

des Handlungsgehilfen, 
1993, 
S. 
173; 
Ramrath, 

Ent-

w
i
c
k
l
u
n
g
 des Rechts der Handlungsgehilfen v

o
n
 d
e
n
 Kodifikationen bis z

u
m
 E
n
t
w
u
r
f
 eines Arbeitsvertrags-

gesetzes, Festgabe Otto Sandrock, 1995, S. 
273. 

（甲）
「
瞳
規
制
勝
ヘ
判
判
部
同
ム
J時
凶
餐
ヘ
穂
1]11Il」
『
ロ
H
Tく
ム
会
民
地
鍵
恒
鎚
師
事
併
斗
網
』
（
官
誕
押
’
慰
霊
時
・
模
権
担
握
p

-ltt) 
1
 ＜ト『。

（手）
H
e
r
m
a
n
n
 Roesler, E

n
t
w
u
r
f
 eines Handels-Gesetzbuches ftir Japan mit C

o
m
m
e
n
t
a
r
,
 Bd. 
I, Einleitung Il 

(Neudrtick, Shinsei-shuppan, 1996). 

（や）
『
ロ
吋
Tく
ム
会
1±(.¥j辺
健
瞳
鎚
掛
牒
叫
講
和
j

（~
t
ι
’
ロ

H
K
ム
会
橿
斑
峰
傑
叫
.
.
.
＼
.
！
~
令
）
（
町
場
押
’
型
車
部
・
犠

1$1:坦
崖
’

社）
1
♀
111
’
1
 ~g
n
~

。

（事）
ロ
!-I
tく
ム
会
橿
規
制
井
鰍
叫
1
＜
~
（
ト
『
。

（容）
忠
帳
ド
吟
ト
ド
「
ロ
H

Tく
ム
会
恒
誕
掛
牒
e
判
鎚
引
窓
制

1都
!.l
σ
ェ
ν
J
『
規
事
以
程
蝋
（
同
社

om{窓
択
制
贈
盛

!!I~寝
耳
）
』
（
事
言
状
記
’

1
 ~~
1
（
社
）

1
1
1
1
~
－

1
1
1
1
~
固
執
盤
。

（巴）
血
税
唱
~
.
.
.
＼
.
！
~
細
！
蝉
・
単
語
!.20

ニ
ド
当
相
！
！
EE盤

以
「
誕
唱
〈
！
握
締
斗
~
士

t-0橿鴬唱~...＼.！~誕咽~
.
 tι－
~
~
「
細

1蝉
」
，

.lJ
「
単
語
」
会

l

脅
し
ゃ
い
」
誕
艇
世
辞
♀

1
網
＜

n~
(
 1
 ~
~
~
社
）
〈
同
~
~
t
ι
総
盤
。

（出）
v
o
n
 H
o
y
n
i
n
g
e
n
-
H
u
e
n
e
,
 a. 
a. 
0. (Fn. 6), 

vor §59 Schriftum; Christoph Weber, a. 
a. 
0. (Fn. 7), 

§59 Schrif-

tum. 

（~） 
哩
寝
耳
~
~
§
叫
＝
＋
＜
並
聖
母
ミ
糧
＝
＋
＜
保
母
＃
＜
「
恒
制
部
同
舟
械
化

1開；；：~
(11)

」
誕
糾
纏
指
揮

111m輔
1110~
(
 1
 ~1
1
H
（
社
）
1110
・.＼.
Y
111 

1
~
~
同

1
~
~
同

（

NT80N）恥NH網N∞駅害糾川割引



商業使用人規定の行方

二
O
頁。

（
臼
）
相
津
哲
他
「
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
に
対
す
る
各
界
意
見
の
分
析
〔
I
〕
」
商
事
法
務
一
六
八
八
号
（
二

0
0

四
年
）
七
、
八
頁
。

（
日
）
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
第
二
一
回
会
議
（
平
成
一
五
年
九
月
一
七
日
）
議
事
録
、
法
務
省
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

zeミ
当
巧
芦
田
£
・
向
。
・
甘
＼

0
8
2叶
l
H
I
F
胃
？
な
お
、
発
言
者
の
氏
名
等
は
伏
さ
れ
て
い
る
。

（
日
）
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
第
二

O
回
会
議
（
平
成
一
六
年
三
月
一
七
日
）
議
事
録
、
法
務
省
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

F
2古川＼＼
d

司
君
d

『・目。』・問。・甘＼
O
h悼
（
）

ω］弓
I
H
l
H
・貫一昨・

（
回
）
詳
し
く
は
拙
稿
「
会
社
法
に
お
け
る
使
用
人
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
」
『
新
会
社
法
の
基
本
問
題
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二

0
0
六
年
）
四
O
一ーー四
O
三
頁
参
照
。

（
貯
）
第
一
二
回
商
法
委
員
会
（
明
治
二
九
年
七
月
六
日
）
「
法
典
調
査
会
商
法
委
員
会
議
事
要
録
」
「
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
一
九
』

（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
五
年
）
六
四
頁
。

（
関
）
大
隅
健
一
郎
『
商
法
総
則
』
（
有
斐
閣
、
新
版
、
一
九
七
八
年
）
一
六
三
頁
、
近
藤
光
男
「
商
業
使
用
人
の
代
理
権
」
「
商
法
・
経
済

法
の
諸
問
題
（
川
又
良
也
先
生
還
暦
記
念
）
』
（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
九
四
年
）
五
頁
、
鴻
常
夫
『
商
法
総
則
』
（
弘
文
堂
、
新
訂
五

版
、
一
九
九
九
年
）
一
八
O
頁
、
酒
巻
俊
雄
H
龍
田
節
編
（
大
塚
龍
児
執
筆
）
『
逐
条
解
説
会
社
法
第
一
巻
総
則
・
設
立
』
（
中
央
経
済
社
、

二
O
O
八
年
）
一
六
五
頁
。

（
印
）
服
部
栄
三
『
商
法
総
則
』
（
青
林
書
院
新
社
、
第
三
版
、
一
九
八
三
年
）
コ
二
四
頁
。

（
ω）
森
本
滋
編
（
北
村
雅
史
執
筆
）
『
商
法
総
則
講
義
』
（
成
文
堂
、
第
三
版
、
二

O
O
七
年
）
一

O
六
頁
、
江
頭
憲
治
郎
編
（
北
村
雅
史

執
筆
）
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
1
総
則
・
設
立
』
（
商
事
法
務
・
二

O
O
八
年
）
一
七
二
頁
。

（
臼
）
幾
代
通
H
広
中
俊
雄
編
（
幾
代
通
執
筆
）
『
新
版
注
釈
民
法
（
一
六
）
』
（
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
四
六
頁
。

（
位
）
菅
野
和
夫
「
労
働
法
』
（
弘
文
堂
、
第
八
版
、
二

O
O
八
年
）
七
三
、
七
四
頁
。

（
臼
）
商
法
に
お
け
る
競
業
避
止
義
務
の
規
定
を
横
断
的
に
検
討
す
る
も
の
と
し
て
神
作
裕
之
「
商
法
に
お
け
る
競
業
禁
止
の
法
理
（
こ
」

法
協
一

O
七
巻
八
号
（
一
九
九
O
年
）
一
頁
以
下
、
同
（
二
）
法
協
一

O
七
巻
九
号
（
一
九
九
O
年
）
九
九
頁
以
下
、
同
（
三
）
法
協
一

O
七
巻
一

O
号
（
一
九
九
O
）
一
頁
以
下
、
同
（
四
）
一

O
八
巻
一
号
（
一
九
九
一
年
）
九
四
頁
以
下
、
同
（
五
）
法
協
一

O
八
巻
二
号

401 
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（
一
九
九
二
一
頁
以
下

o
E向。＼
F
E
N＼同
ωユ
『
包
ロ
ミ
の
2vmwa・出向宮内山色
ωl
ロ
ロ
品
。

g
o－－
ω与
え
可
2
z
w
同
Mgu巳
ω｝岡山富島
V
Z
のF
W
N
o
c
u
－－

∞
・
山
尚
昆
・
は
、
競
業
避
止
義
務
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
横
断
的
に
競
業
避
止
義
務
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
競
業
避
止
義
務
の
み
を
扱
う
も

の
と
し
て
回
2
2
h
u－－－
2
・
巧
2
5
0
4
2
5
2
2
g
F
日・〉口出・・

8
3
が
あ
る
。

（
臼
）
拙
稿
「
商
業
使
用
人
の
意
義
」
『
慶
慮
義
塾
創
立
一
五

O
年
記
念
法
学
部
論
文
集
慶
醸
の
法
律
学
商
事
法
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
法

学
部
、
二

O
O
八
年
）
二
三
七
頁
。

（
侃
）
鴻
・
前
掲
註
（
部
）
一
六
一
頁
。

（
侃
）
の
ぽ
ユ
円
。
＼
∞
ωロ色円。。
F
出
mwロ色己
ω『ゅの
F
F
回
mwロ内山ゲ∞－
K
F
口出－

w一戸
市
町
、
吋

mrω
・ω
h
H
H
民・

（mw
）
同
ω
B
Zロ∞の
F
S
E
p
m－
m・
o・（明白・
M

∞）・

ω・
2
0・

（
侃
）
冨
mW2宮
⑦
｝
♂
〈
。
自
国
ωロ品。－
ω
4
0
2
5
Z円円ゅの『同一
N
g日
間
2
宮
内
山
号
〈
0
2ユ
各
ωmM可
ω件。
5
0・N
国
同
区
Y
H
S
Jア

ω・
告
白
・
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〔
付
記
〕
筆
者
は
、
本
稿
執
筆
中
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
て
在
外
研
究
中
で
あ
り
、
日
本
文
献
の
一
部
は
、
収
集
に
つ
き
横
浜
市
立
大
学

重
田
麻
紀
子
准
教
授
及
び
青
森
中
央
学
院
大
学
長
畑
周
史
専
任
講
師
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
す
る
。


